
福岡広域都市計画下水道の変更（福岡市決定）

福岡広域都市計画下水道 福岡公共下水道「３．下水管渠」に那珂川遮集幹線及び第４遮

集幹線を、「４．その他の施設」に福岡中央ポンプ場を次のように追加する。

３．下水管渠

起点 終点

第４遮集幹線 福岡市中央区荒津二丁目 福岡市中央区那の津二丁目

内訳
位置

備考

那珂川遮集幹線 福岡市中央区那の津二丁目 福岡市博多区住吉一丁目

「区域は計画図表示のとおり」

４．その他の施設

内訳 備考位置

福岡中央ポンプ場 福岡市中央区那の津二丁目 約　9,300m2

「区域は計画図表示のとおり」

理由

 生活環境の改善、浸水の防除、公共用水域の水質保全に資するため、本案のとおり変更

するのものである。
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「都心部下水道主要施設再構築プラン」（案）について

１ 趣旨 

都心部の下水道主要施設の再構築は「下水道経営計画 2024」において、令和６年度ま

でに事業を実施することを目標としており、本年６月議会において、対象としている施

設の現状や、再構築の基本的な方向性等について中間報告している。 

今回は、施設計画や事業期間、事業費等で構成する「都心部下水道主要施設再構築プ

ラン」（案）を報告し、令和５年度中のプラン策定を目指すもの。

対象施設の諸元 

分類 施設名 現状 

処理場 中部水処理センター 供用年数 57 年 

処理能力 300,000m3/日 

ポンプ場 向島ポンプ場（Ａ系） 供用年数 57 年 

揚水能力 10m3/s 

ポンプ場 築地町ポンプ場 供用年数 54 年 

揚水能力 7.5m3/s 

ポンプ場 浜の町ポンプ場 供用年数 57 年 

揚水能力 5.5m3/s 

幹線管渠 博多川幹線 供用年数 51 年 

管  径 φ1,350mm 

延  長 962m 

幹線管渠 第一遮集幹線 供用年数 57 年 

管  径 φ1,800mm 

延  長 3,760m 

位置図

再構築の基本的な方向性

・中部水処理センターは、ただちに大規模修繕が必要な状況ではなく、将来的にも老朽

化の状況にあわせて大規模修繕が可能であることから、既存施設を「長寿命化」する。 
・ポンプ場および幹線管渠は、施設を長期間停止した大規模な修繕が困難であることか

ら、新たに施設を整備し、既存施設については将来的に廃止する「再構築」を行う。
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２ ポンプ場の再構築 

ポンプ場の再構築は、まず、現有用地内での再構築の検討を行った。 

一般的に、ポンプ場を現有用地内で再構築するには、既存施設を残しつつ、新たなポ

ンプ場を建設し、機能移転後に既存施設を廃止するため、既存施設面積の概ね３倍程度

の用地が必要になるが、向島ポンプ場(Ａ系)、築地町ポンプ場、浜の町ポンプ場のいず

れのポンプ場も、現有用地内での再構築を実施することが困難な状況である。

 従って、ポンプ場は新たな用地に建設することとし、向島ポンプ場(Ａ系)および築地

町ポンプ場は、環境局が所管する中部汚泥再生処理センターの用地に機能を集約化した

「福岡中央ポンプ場」を新たに建設し、浜の町ポンプ場は、中部水処理センターに機能

を集約化する。 

 なお、環境局の中部汚泥再生処理センターは、施設の老朽化が進んでいることなどか

ら、道路下水道局が所管する東部水処理センターに機能を移転する予定としている。 

ポンプ場の現状 

向島ポンプ場(Ａ系) 築地町ポンプ場 浜の町ポンプ場 

用地面積 約 500m2 用地面積 約 2,300m2 用地面積 約 1,300m2 

施設面積 約 500m2 施設面積 約 1,600m2 施設面積 約 900m2 

福岡中央ポンプ場建設用地の概要 

住  所：福岡市中央区 

那の津二丁目 11 番 13 号 

用地面積：約 9,300m2 
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３ 施設計画 

（１）ポンプ場

向島ポンプ場(Ａ系) および築地町ポンプ場は、これらの施設の機能を集約化した福

岡中央ポンプ場を中央区那の津二丁目に建設し、既存施設は将来的に廃止する。 

浜の町ポンプ場は、中部水処理センターに機能を集約化し、既存施設は将来的に廃

止する。 

（２）幹線管渠

ポンプ場の集約化に伴い、ルートを変更する。

博多川幹線は、ルートを向島ポンプ場(Ａ系)から福岡中央ポンプ場までの区間とし

た「那珂川遮集幹線」を新たに建設し、既存施設は将来的に廃止する。 

また、合流地区のポンプ場である向島ポンプ場(Ａ系)および築地町ポンプ場は、中

部水処理センターに排水できる管渠の能力を超えた雨が降った際、希釈された下水の

一部を河川に排水する機能があるが、新たに「那珂川幹線」を向島ポンプ場(Ａ系)か

ら福岡中央ポンプ場までの区間に建設し、これらの施設から河川への排水を廃止する。 

更に、福岡中央ポンプ場から中部水処理センターまでの区間に、「第四遮集幹線」を

新たに建設することとし、既存の第一遮集幹線については、将来的に大部分を廃止す

る。なお、第四遮集幹線は、浜の町ポンプ場の廃止に伴い、第一遮集幹線よりも深い

位置で中部水処理センターに接続するため、中部水処理センターのポンプ施設を現行

より深い位置に再構築する。 

施設概要 

分類 施設名 計画 

ポンプ場 福岡中央ポンプ場 揚水能力 18m3/s 

幹線管渠 那珂川遮集幹線 管 径 φ2,000mm 

延 長 約 1,900m 

幹線管渠 那珂川幹線 管 径 φ3,500mm 

延 長 約 1,900m 

幹線管渠 第四遮集幹線 管 径 φ2,600mm 

延 長 約 3,800m 

那珂川幹線

那珂川遮集幹線

築地町ポンプ場

位置図

向島ポンプ場(Ａ系) 

博多川幹線

福岡中央ポンプ場

第一遮集幹線 浜の町ポンプ場 

中部水処理センター

第四遮集幹線
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４ 整備効果 

 下水道施設については、再構築による老朽化対策に加えて、耐震性能および耐水性能

の向上など、下水道施設の強靭化を図る。 

 那珂川の周辺環境については、ポンプ場の集約化等により、降雨時に雨で希釈された

下水による汚濁負荷を、博多川についてはなくし、那珂川についても大幅に削減してい

く。 

 

５ 事業期間および事業費 

事業期間 20 年（令和６～25 年度） 

事 業 費 約 500 億円 

（参考）汚濁負荷の削減について 

廃止
廃止

須崎雨水吐

那珂川 博多川

向島ポンプ場(Ａ系) 

廃止

福岡中央ポンプ場

那珂川

築地町ポンプ場

第四遮集幹線

位置図（那珂川周辺）

-38-



-39-


	04【資料２】報告資料
	04【資料２】報告資料
	04【資料２】報告資料
	04【資料２】報告資料
	04【資料２】報告資料
	04_【資料２】報告資料
	04_【資料２】報告資料
	【局勉後】計画部報告資料一式
	【修正版】計画部報告資料一式（240819時点）
	【修正版】計画部報告資料一式
	【修正版】計画部報告資料一式（下企修正R6.8.16）
	⑤-1.【下計】令和６年９月議会｜生活環境委員会（福岡広域都市計画下水道｜下水道計画課）
	資料一
	
	02_総括図（表題修正）（Ａ３化）①
	02_総括図（表題修正）（Ａ３化）②

	
	03_計画図③-1
	03_計画図③-2







	空白ページ










